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チロルの里デイサービスセンター（チロルの里特別養護老人ホームに併設）

留琶匡現計気色迫的q

●∴二．∴∴二‾‡∴∴●∵二言㍉．
の解消や心身機能の維持・向上をはかり、介護する家

族の負担を軽減することを目的としたサービスです。

日）主なサービスの内容

車椅子に乗ったままでも乗降可能を専用車などで、

高齢者の自宅からデイサービスセンターの間を送迎

し、主に次の内容のサービスを提供します。

0入　　浴…一般浴槽と、体の不自由を方のための

特殊浴槽があります。

◎給　　食…センターで、おいしく栄養のバランス

のとれた食事を提供します。

◎健康チェック…検温や血圧測定等を行い、健康状態に

注意をはらうとともに、健康管理につ

いて助言したり、相談に応じます。

0日常針閲順…身体機能の維持向上をはかるための訓

練をゲームなどのレクリエーションを

通じて行います。

（2）利用できる人

おおむね65歳以上の高齢者または、身体障害者で、

身体が虚弱・寝たきりなどのために、日常生活を営

むのに支障のある方。

（3）利用日・利用時間

毎週月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）

おおむね午前9時から午後4時まで。

（4）利用料

1日当たり　…　500円

江
府
町
に
も
高
齢
化
の
波
は
お
し
よ
せ
て
お
り
、
高
齢
化
率
　
（
人
口
に

占
め
る
6
5
歳
以
上
の
割
合
）
　
は
2
8
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
1
0
人
の
う
ち
3

人
は
6
5
歳
以
上
と
い
う
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、
総
て
の
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
各
種
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
よ
り
4
回
シ
リ
ー
ズ
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
凛
内
①

チ
ロ
ル
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
1

車イスのまま乗降できる専用車

（2）
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9：00　　　10：00　　11：00　　　12：00　　13：00　　14：00　　15：30　　　　16：30

迎え
健 康

チェック
入浴

休

憩
昼食 休憩

レクリエーション

日常動作訓練
送　り

ディサービスセンターに到着

日常動作訓練

健康チェック

栄養のバランスを考えた昼食

楽しいレクリエーション

◎季節により、花見・紅葉狩りなど様々な行事も実施しています。

利用の申し込み方法など詳しくは

チロルの里デイサービスセンター（℡75－3626）あるいは役場福祉保健課

福祉係（℡75－3223）にお尋ねください。

（3）
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特集2

日
韓
・
親
善
と
ん
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

事
　
業

鳥
取
県
が
交
流
を
進
め
て
い
る

お
隣
り
の
国
韓
国
で
は
、
ド
ン
グ

リ
が
　
『
ト
ト
リ
』
と
呼
ば
れ
、
一

般
的
な
食
品
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
『
ト
ト
リ
』
と
『
鳥
取
』

こ
の
発
音
が
似
て
い
る
二
つ
の
言

葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
、
広

大
を
森
林
を
も
ち
「
奥
大
山
の
水
」

の
販
売
な
ど
水
を
テ
ー
マ
と
し
た

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
江
府
町
、

告
　
①

「
水
源
の
森
百
選
」
に
選
ば
れ
た

日
野
側
源
流
を
持
つ
日
南
町
、
彩

色
仏
教
壁
画
を
は
じ
め
と
す
る
古

代
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
淀
江
町
の
三

町
が
　
「
日
韓
親
善
ど
ん
ぐ
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
」
を
今

年
の
四
月
に
組
織
し
、
各
町
の
特

色
を
活
か
し
て
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
の
事
業
報
告
を

特
集
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

事　業1

訪　韓　団　事　業
実施日　平成8年9月6日～9月9日（3泊4日）

訪問先　大　韓　民　国

目　的　「ドングリ」をキーワードにして自然林

に囲まれた環境の保全と資源の活用に取

り組む事業の一環として、日常生活にお

いてドングリを有効活用している韓国を

訪れ、歴史と文化を見聞することを目的

）

　

　

）

　

　

）
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内
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（武

（荒　　　田）

（深　山　口）

（江尾郵便局長）

（山陰合同銀行）

（一　　　旦）

（鳥取県林業課）

（農林振興課長）

（農林撮興課）

億

敏

優

彦

満

夫

二

弘

広

晃

雄

正

平

博
　
一
　
寿
俊
芳
千
　
　
守
　
　
良

とする。

参加者　橋　谷

加　藤

日野尾

大　岩

宇田川

井　上

松　原

砂　口

川　口

宇田川

大　原

事務局　千　藤

竹　茂

訪韓団行程表
9／6（劫　　出　発　◆　岡山空港　◆　ソウル　●　束　草　◆　雪岳山

ソラクサン　　　　　カン　　ヌン　　　　　ドラゴンバレー

9／7仕）　雪岳山　◆　江　陵　◆　龍　平
ドラゴンバレー　　　　　ヨ　　ジュ

9／8（日）　龍　平　◆・儀　州　◆　ソウル

9／9（月）　ソウル　◆　岡山空港　◆　帰町

こ
の
た
び
の
、
訪
韓
団
に
参
加
さ
れ
た
　
㈱

宇
田
川
　
満
さ
ん
　
（
武
庫
）
　
に
レ
ポ
ー
ト

を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

異
国
の
地
　
「
韓
国
」
　
へ

九
月
六
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
三
泊
四

日
で
実
施
さ
れ
た
訪
韓
団
事
業
は
、
江
府

町
・
淀
江
町
・
日
南
町
か
ら
総
勢
五
十
五

人
が
岡
山
空
港
に
集
ま
り
、
結
団
式
の
後
、

ソ
ウ
ル
に
向
か
っ
て
旅
立
っ
た
。

岡
山
空
港
十
二
時
十
分
離
陸
、
一
時
間

半
で
ソ
ウ
ル
に
到
着
し
入
国
手
続
後
、
国

内
線
に
乗
か
え
五
十
分
で
江
原
道
の
束
草

飛
行
場
に
着
陸
し
た
。

束
草
は
日
本
海
（
東
海
）
　
に
面
し
、
北

朝
鮮
と
の
境
界
か
ら
五
十
五
キ
ロ
の
地
点

に
あ
る
。
飛
行
場
係
官
の
態
度
に
一
瞬
緊

張
し
、
平
和
そ
う
に
見
え
る
が
実
は
最
前

線
の
基
地
な
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

空
か
ら
み
た
韓
国
農
林
施
策

ソ
ウ
ル
か
ら
束
草
へ
飛
行
す
る
間
、
視

界
が
よ
く
地
上
の
様
子
を
手
に
取
る
よ
う

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
山
は
濃
い
緑
に

覆
わ
れ
て
い
る
が
、
か
っ
て
は
朝
鮮
戦
争

に
よ
る
荒
廃
と
山
の
木
を
燃
料
と
し
て
き

た
こ
と
で
、
全
山
が
は
げ
山
に
な
っ
た
と

い
う
。
戦
後
植
木
運
動
と
燃
料
を
練
炭
等

に
切
替
え
、
伐
採
を
禁
止
す
る
政
策
が
成

功
し
緑
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
い
る
。
水
田

は
区
画
整
理
が
ほ
ど
こ
さ
れ
整
然
と
並
ん

で
お
り
日
本
よ
り
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
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特集2
受
け
ら
れ
た
。

江
原
道
に
て

江
原
道
は
山
の
多
い
所
で
、
韓
国
の
山

「
雪
岳
山
」
　
（
標
高
一
、
七
〇
八
メ
ー
ト

ル
）
が
あ
り
、
国
民
の
憧
れ
の
山
で
あ
る

こ
と
か
ら
訪
れ
る
人
が
多
い
と
い
う
。
二

日
目
私
た
ち
も
こ
の
山
に
登
る
こ
と
に
在

っ
た
。
麓
の
ホ
テ
ル
を
バ
ス
で
出
発
し
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
乗
り
継
い
で
山
頂
近
く

ま
で
登
り
、
徒
歩
で
山
頂
に
立
っ
た
眺
め

は
、
絶
景
で
あ
っ
た
。

バ
ス
は
北
に
進
み
南
北
の
境
界
線
で
あ

っ
た
三
十
八
度
線
に
到
着
し
た
。
現
在
の

境
界
は
更
に
北
へ
二
十
数
キ
ロ
の
所
に
あ

る
が
緊
張
感
は
を
く
、
広
い
駐
車
場
に
は
、

国
産
の
乗
用
車
や
観
光
バ
ス
が
並
び
観
光

地
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
。

三
十
八
度
線
か
ら
南
に
引
き
返
し
史
跡

や
海
水
浴
場
、
五
台
山
麓
の
寺
院
等
を
見

学
し
て
二
泊
目
の
ホ
テ
ル
に
は
い
っ
た
。

雪　岳　山（1，708m）山頂

⑳

屋
風
の
食
堂
で
ど
ん
ぐ
り
料
理
を
賞
味
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
ソ
バ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

風
を
物
を
平
た
く
し
た
団
子
の
煮
込
み
な

ど
、
ど
れ
も
美
味
で
、
山
の
中
で
暮
ら
し

て
き
た
人
々
の
知
恵
が
作
り
出
し
た
食
文

化
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

館
長
に
注
い
で
い
た
だ
い
た
ド
プ
ロ
ク

の
味
も
忘
れ
ら
れ
を
い
思
い
出
で
あ
る
。

旧38度線記念碑前にて

歴
史
の
傷
跡

江
原
道
滞
在
の
二
日
間
、
日
本
語
を
見

る
こ
と
が
を
か
っ
た
。
道
標
、
看
板
、
ホ

テ
ル
の
利
用
案
内
の
全
て
が
ハ
ン
グ
ル
文

字
と
英
語
で
あ
る
。
か
っ
て
日
本
に
併
合

さ
れ
た
時
代
に
自
国
文
学
の
使
用
を
禁
じ

ら
れ
日
本
語
や
日
本
姓
を
強
要
さ
れ
た
民

族
の
思
い
が
無
言
の
う
ち
に
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
に
感
じ
た
。

韓
国
の
食
文
化
に
触
れ
る

三
日
目
は
江
陵
か
ら
高
速
道
路
で
ソ
ウ

ル
に
向
か
い
、
京
幾
道
に
入
っ
た
と
こ
ろ

で
木
芽
儒
教
博
物
館
に
立
ち
寄
っ
た
。

館
長
の
朴
　
賛
　
守
　
氏
は
ど
ん
ぐ
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
米

子
に
来
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
親
切
を
も
て

な
し
を
う
け
、
博
物
館
が
経
営
す
る
山
小

ドングリの粉とキムチが入った韓国風お好焼「チヂミ」

は
経
済
の
拡
大
に
伴
い
自
転
車
か
ら
自

動
車
の
時
代
を
む
か
え
、
橋
の
整
備
が

追
い
つ
か
ず
、
交
通
渋
滞
と
い
う
社
会

問
題
を
抱
え
る
国
に
在
っ
て
い
る
。

真
の
友
好
関
係
を
め
ざ
し
て

ど
ん
ぐ
り
を
韓
国
語
で
　
「
ト
ト
リ
」

と
呼
び
　
「
鳥
取
」
と
聞
こ
え
る
。
ト
ト

リ
の
食
文
化
に
触
れ
、
か
っ
て
日
本
に

先
進
的
を
文
化
と
技
術
を
伝
え
て
く
れ

た
韓
国
を
訪
れ
感
じ
た
こ
と
は
、
か
っ

て
日
本
が
併
合
時
代
に
あ
た
え
た
傷
は

半
世
紀
た
っ
た
今
も
消
え
て
い
な
い
と

い
う
現
実
を
心
に
と
め
て
、
交
流
を
積

み
重
ね
、
真
の
友
好
関
係
を
築
く
努
力

を
し
を
け
れ
ば
を
ら
を
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

近
代
韓
国
と
課
題

ソ
ウ
ル
の
入
口
付
近
に
二
十
万
人
を
収

容
出
来
る
高
層
ア
パ
ー
ト
の
住
宅
都
市
が

で
き
て
い
た
。
こ
う
し
た
都
市
を
ソ
ウ
ル

の
周
辺
に
次
々
と
作
っ
て
い
る
と
い
う
。

ソ
ウ
ル
の
市
街
は
漢
江
で
二
分
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
渡
る
橋
が
、
朝
鮮
戦
争
当

時
は
一
つ
し
か
を
か
っ
た
が
、
今
で
は
十

八
か
所
と
な
り
建
設
中
の
橋
も
見
え
韓
国

経
済
の
活
力
を
感
じ
た
。
し
か
し
、
韓
国

十
月
十
三
日
に
米
子
市

の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
平
安
闇

で
開
催
さ
れ
た
　
「
日
韓
親

善
ど
ん
ぐ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
　
と
十
一
月
二
日
に

江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
　
「
森
と

水
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
1
n
江
府
町
」
　
に
つ
き
ま

し
て
は
、
紙
面
の
都
合
に

よ
り
来
月
号
で
特
集
し
ま

す
。

5）
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自
分
た
ち
の
町
に
誇
り
を
も
つ

ド
イ
ツ
の
人
々

バ
ー
ド
・
ゾ
ー
デ
ン
・
ア
レ
ン
ド
ル
フ
市
、
ハ
ー
メ
ル
ン
市

家
々
は
白
壁
、
窓
に
は
花

そ
し
て
オ
レ
ン
ジ
の
屋
根

バ
ー
ド
・
ゾ
ー
デ
ン
・

ア
レ
ン
ド
ル
フ
市

バ
ー
ド
・
ゾ
ー
デ
ン
・
ア
レ
ン

ド
ル
フ
市
は
温
泉
保
養
地
と
し
て

有
名
を
町
で
人
口
は
約
一
万
人
の

小
さ
を
市
。

▲ドイツで一番きれいな町並み

そ
の
町
の
第
一
印
象
と
い
え
ば
、

と
に
か
く
、
理
路
整
然
と
し
た
町

並
み
。
家
々
は
白
壁
、
出
窓
に
は

色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
誇
り
、

屋
根
は
く
っ
き
り
と
し
た
オ
レ
ン

ジ
色
と
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
訪

れ
る
人
の
目
を
引
き
つ
け
て
離
さ

な
い
。

町
の
を
か
に
は
、
い
た
る
所
に

温
泉
施
設
が
完
備
さ
れ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

を
聞
き
を
が
ら
食
事
が
で
き
、
心

も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

早
朝
か
ら

市
民
一
人
ひ
と
り
が

家
の
周
辺
清
掃

私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
同
行
し

た
通
訳
の
方
が
　
「
ド
イ
ツ
人
で
も

●

こ
ん
を
き
れ
い
を
町
が
あ
る
こ
と

は
知
ら
を
い
で
し
ょ
う
」
と
言
う

ほ
ど
、
ゴ
ミ
ひ
と
つ
な
い
き
れ
い

を
町
で
す
。

そ
の
理
由
を
市
の
方
に
た
ず
ね

る
と
早
朝
か
ら
町
の
人
々
が
自
分

た
ち
の
家
の
周
辺
を
清
掃
す
る
そ

う
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
町
を

き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
意
識
と

観
光
保
養
地
に
大
変
な
誇
り
を
も

っ
て
い
る
点
が
見
逃
せ
を
い
と
感

じ
ま
し
た
。

心
と
体
を
休
め
る

ド
イ
ツ
の
オ
ア
シ
ス

さ
て
、
こ
の
町
に
は
年
間
八
〇

万
人
の
保
養
客
が
あ
り
、
四
月
か

ら
十
月
の
間
は
常
時
三
〇
〇
〇
人

が
訪
れ
、
滞
在
日
数
も
約
一
五
日

間
と
温
泉
を
利
用
し
て
療
養
さ
れ

る
方
が
多
い
。

保
養
施
設
は
す
べ
て
市
の
所
有

で
、
管
理
に
つ
い
て
は
、
第
三
セ

ク
タ
ー
が
行
っ
て
い
ま
す
（
市
の

出
資
は
一
〇
％
）

そ
し
て
、
利
用
客
か
ら
は
宿
泊

料
金
の
上
に
保
養
税
（
日
本
で
い

う
入
場
税
）
を
徴
収
し
、
市
な
ど

の
財
源
に
あ
て
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
ド
イ
ツ
の
人
々
の

心
と
体
を
休
め
る
オ
ア
シ
ス
の
町

が
こ
の
バ
ー
ド
・
ゾ
ー
デ
ン
・
ア

レ
ン
ド
ル
フ
で
し
た
。

グ
ル
ム
童
謡
で
有
名
な

「
ね
ず
み
と
り
男
」
の
町

ハ
ー
メ
ル
ン
市

次
に
、
訪
れ
た
ハ
ー
メ
ル
ン
市

は
人
口
約
六
万
人
。
こ
の
市
の
見

ど
こ
ろ
は
歴
史
的
を
施
設
を
か
か

え
る
旧
市
街
地
と
グ
リ
ム
童
話
で

有
名
な
「
ね
ず
み
と
り
男
」
の
野
外

劇
で
す
。

こ
の
「
ね
ず
み
と
り
男
」
の
伝
記

は
二
一
八
〇
年
、
ハ
ー
メ
ル
ン
市

の
子
供
た
ち
二
二
〇
人
が
”
ね
ず

み
と
り
男
〟
　
に
連
れ
去
ら
れ
た
こ

と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
劇
の
内

容
は
　
「
当
時
、
ね
ず
み
を
退
治
す

る
と
お
金
が
も
ら
え
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
当
時
の
市
長
が
約
束
を

破
っ
て
お
金
を
支
払
い
ま
せ
ん
で

◎

し
た
」
　
つ
ま
り
、
約
束
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
を
意
味
し
た
劇
で
す
。

こ
の
劇
を
行
う
た
め
に
、
市
で

は
「
ね
ず
み
と
り
男
」
の
主
演
す
る

人
を
ふ
た
り
雇
用
し
、
い
つ
で
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
劇
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
は

市
民
グ
ル
ー
プ
　
（
二
歳
か
ら
七
〇

歳
の
市
民
）
　
で
い
つ
で
も
だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
よ
う
に
を
っ
て
い

ま
す
。

夏
に
は

－

一

日

当

た

り

1

六
〇
〇
〇
人
の
観
客
が

訪
れ
る

こ
の
劇
は
夏
を
中
心
に
毎
日
上

演
さ
れ
、
一
日
当
た
り
四
～
六
〇

〇
〇
人
の
観
客
が
あ
り
、
文
字
ど

お
り
市
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
六
年
前
、
二
二

〇
〇
人
収
容
の
「
ね
ず
み
と
り
男
」

ホ
ー
ル
（
会
議
場
も
含
む
）
を
建
設

さ
れ
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
ホ
テ
ル

も
増
設
、
市
の
集
客
率
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
国
内
外
に
ピ
ー
ア
ー

ル
し
、
特
に
東
欧
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

チ
ェ
コ
を
ど
）
や
あ
ら
ゆ
る
会
社

や
機
会
を
通
じ
て
こ
の
劇
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
関
係
者
は
熱
っ

ぽ
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（6）
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環境整備課よりお知らせ

自治会、老人会、婦人会、子供会、PTAその他一定の地域をもって構成される団体が、資源と在るゴミの

集団剛又をし業者等に売却したり引き取らせた場合、その量に応じて活動を支援するための奨励金を江府町リサ

イクル運動支援奨励金交付要綱（平成8年11月1日施行）により交付いたします。

奨励金

買取・引取証明書

回　収　売　却

交付申請

＊古紙・空瓶類・金属類・その他を対象としていますが、回収品目・方法

をどについては、引取り業者と十分打ち合わせをしてください。

不燃物の分別収集に関するQ＆A集

Q‥・質問　　A…解答

Q……不燃ごみや、資源ごみ・ペットボトルを出す

袋は、なぜ透明なものなのですか？

A……袋の中が見えない状態では、収集できをいも

のや危険物が混入している場合でも発見できを

いからです。

一目で危険物の混入や生ごみ・可燃物の混入

を確認し、また、正しく分別されているか確認

することによって、収集作業や処理場での危険

を防ぎスムーズにリサイクルを行うためです。

Q……資源ごみやペットボトルを出す時に半透明の

袋（町斡旋の燃えるごみの袋やスーパーなどの

袋）を使っても長いか？

A……瓶・缶の資源ごみやペットボトルを出す時は

透明な袋を使ってください。家庭にあるもので

も市販品でも結構ですし、また、サイズも問い

ません。ペットボトルについてはひもで絡んで

も結構です。

（7）

～ペットボトルの回収について訂正とお詫び～

各地区の説明会の中で、ペットボトルは切って風

車に利用したものでも良いと説明しましたが、いろ

いろな形態のものがあるようですので、下記のもの

は混ぜをいでください。

また、小さく切ったりしたものは材質チェックの

センサーにかかりませんし、梱包できませんので残

念ながらリサイクルできません。

よって、ペットボトルの回収日にはださないよう

にお願いします。

原形が残っているもの
タテにつぶしたもの

小さく切ったもの

ラセンに切ったもの
、・、㌫　r Tが

横につぶしたもの

⑳

お問い合わせ　環境整備課℡75－3306
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農林水産大臣から感謝状
～米生産費の調査で下尾さん（美用）～

「
統
計
の
日
」
の
十
月
十
八
日
、

鳥
取
市
の
鳥
取
第
三
地
方
合
同
庁

舎
に
お
い
て
、
下
尾
美
幸
さ
ん
に

農
林
水
産
大
臣
の
感
謝
状
が
中
国

四
国
農
政
局
鳥
取
統
計
情
報
事
務

所
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

下
尾
さ
ん
は
、
農
業
の
か
た
わ

ら
十
年
間
の
永
年
に
わ
た
り
、
毎

日
の
収
支
、
労
働
時
間
な
ど
を
記

帳
さ
れ
、
農
林
行
政
の
基
礎
と
在

る
資
料
の
作
成
に
協
力
さ
れ
、
そ

の
功
績
に
よ
り
受
賞
さ
れ
た
も
の

で
す
。下

尾
さ
ん
に
十
年
間
も
の
間
、

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
秘
訣
を
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
「
余
白
の
多

い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
家
の
中
の
目
に

付
き
や
す
い
場
所
に
掛
け
て
、
そ

の
日
の
作
業
内
容
、
肥
料
な
ど
の

使
用
量
を
メ
モ
し
て
お
く
こ
と
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

「なかなか勝たしてごせんなあ」
（関所破り競争にて）

員
日
チ
ー
ム

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
〃

～
第
九
回
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
～

（8

高齢者スポーツ大会

盛大に開催

十
月
二
十
二
日
（
火
）
、
町
民

総
合
体
育
館
で
第
十
八
回
江
府
町

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

町
内
七
チ
ー
ム
　
（
江
尾
A
・
B
、

神
奈
川
A
・
B
、
米
沢
A
・
B
、

日
光
）
に
わ
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
種
目
に
熱
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
月
二
十
九
日
（
火
）

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お

い
て
第
9
回
交
通
安
全
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

出
場
し
た
九
チ
ー
ム
は

二
つ
の
コ
ー
ト
に
わ
か
れ

て
試
合
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
リ
ー
グ
で
優
勝
を
め

ざ
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
試
合
に
先
立

ち
溝
口
警
察
署
の
川
口
交

通
課
長
に
よ
る
交
通
安
全

講
習
会
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

「一日一日の積み重ねです」と
受賞の喜びを語る下尾さん

「おばあちゃん早く．′早く′」
●　子供の国保育園児も参加しました

＝大会結果＝

1コート　優　勝……貝田A

準優勝……佐川A

2コート　優　勝……貝田B

準優勝……佐川B

秋晴れの空の下、熱戦が続きました
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子供の国債育園グランドゴルフ教主開催

（表紙の写真説明です）

⑳

十
月
二
十
九
日
（
火
）
、
奥
大
山
チ
ロ

ル
の
里
白
住
親
水
公
園
に
お
い
て
、
子
供

の
国
保
育
園
の
園
児
を
対
象
と
し
た
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
特
別
保
育
事
業
の
世
代
間
交

流
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
町
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
チ
ロ
ル
会
（
下
村
武
美
会
長
）
　
の

ご
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
教

室
終
了
後
は
一
緒
に
昼
食
会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

を
お
、
世
代
間
交
流
事
業
は
、
こ
の
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
の
他
に
も
、
育
児
講

座
、
お
茶
会
、
笹
ま
き
団
子
づ
く
り
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

一人ひとり献花が行われました

農業委員会会長協議会
研究会開催

十
月
三
十
日
（
水
）
、
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
鳥
取
県
西
部

地
区
農
業
委
員
会
会
長
協
議
会
（
川

端
　
直
会
長
）
研
究
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
鳥
取
県
農
業
会
議
事
務

局
次
長
木
村
徹
夫
氏
の
「
農
業
委
員

会
を
め
ぐ
る
農
業
情
勢
に
つ
い
て
」

の
講
演
の
後
、
先
進
地
視
察
他
の
協

議
が
行
わ
れ
、
終
了
後
は
市
民
農
園

カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム
と
水
工
場
ヨ
ー
デ

ル
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

チロル会の皆さん

しめやかに営まれた

町慰霊祭
十
一
月
一
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
町
慰
霊
祭
が
厳
粛
に
営
ま

れ
ま
し
た
。

本
年
は
神
式
に
よ
る
慰
霊
祭
。

お
ご
そ
か
に
神
事
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
福
田
町
長
、
足
立
遺
族
会
長

そ
し
て
来
賓
の
方
々
か
ら
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
ご
遺
族
の
皆
さ
ん

が
菊
の
花
を
も
っ
て
献
花
さ
れ
、

戦
後
五
十
一
年
と
い
う
新
し
い
節

目
を
迎
え
、
い
ま
わ
し
き
過
去
を

再
び
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
遺

族
の
方
々
の
祈
り
も
一
段
と
感
慨

深
げ
で
し
た
。

お知らせ

農政をめぐる情勢と課是などについて
講演された木村徹夫氏と農業委員会の皆さん

鳥
取
県
西
部
地
区
農
業
委
員
会
会
長
協
議
会

の
川
端
　
直
会
長
（
小
江
尾
）
に
今
後
の
農
業

政
策
と
農
業
振
興
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

特
集
を
来
月
以
降
に
行
い
ま
す
。

9
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ら　せ
［㌢認余響基腎讐コ
ロ講習内容

パソコンの基本操作と財務会

計ソフトを活用した会計処理作

業等の知識・技術の修得。

D受講資格

就業を希望される女性の方で

㊥経理簿記の仕訳を理解でき、講

習の全日程出席できる人。

□定　　員

20人

□講習期間

平成9年1月21日～3月6日

（毎週・月・水・金の21日間）

○講習時間

1日5時間

（午前10時　～　午後4時）

○受講料

無料（教材費一部自己負担）

0講習会場

OAセンターヒロケン米子

（米子市旗ヶ崎）

□申込期間

平成8年12月2日～12月6日

○申込及び問い合わせ先

鳥取県女性就業援助センター

米子相談室

（高島屋米子店　東館3階）

℡（0859）22－1111

⊂＝知っていますか？二最低賃金二二二コ
この最低賃金は、最低賃金法に基づいて決定されたもので、常用、臨

時パートなどすべての労働者とその使用者に適用されます。鳥取県内で

は、使用者は、これより低い金額で労働者を使用することはできません。

最低 賃金件名 最低賃金額 発行年 月日

鳥 取 県 最 低 賃金
1 日　 4，565円

1 時間　 571円
平成 8 年10月 1 日

産
業
別
最
低

賃
金

電気機械器具 1　 日　 5，283円
平成 8 年12月20 日

製造業　 ⑳ 1 1時間　　 661円　 ⑳ 2

各　 種　 商　 品 1　 日　 5，091円
平成 8 年12月20 日

小　 売　 業 1時間　　 637円

（⑳1）電気計測器製造業を除く

（⑳2）流れ作業によらかい作業方法で、手作業によりまたは手工具

もしくは小型動力を用いて行う組線、取付け、巻線、かしめ、

検査、塗装、包装または箱詰の業務に主として従事する者に

ついては、鳥取県最低賃金が適用されます。

＊詳細については、鳥取労働基準局賃金課または最寄りの労働基準監督

署にご相談ください。

鳥取県労働基準局　賃金課　℡（0857）23－2191

米子労働基準監督署　℡（0859）34－2231

⊂二二第3回＝福祉機器展開催二二二コ
D主　　催

鳥取県・社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会

○共　　催

米子市・社会福祉法人米子市社会福祉協議会

□期　　日

平成8年12月14日（土）

午前10時～午後6時

12月15日（日）

午前10時～午後5時

口会　　場

米子市福祉保健総合センター

（米子市錦町1丁目139－3）

（川
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お　知
～全国から集った友と地域の人々の中で送る学生生活～

i　　1997年度新見女子短期大学学生募集
学　　　　　 科 定　 員 免　 許 ・ 資　 格 一般人試募集人員 試 験 科 目

幼児教育学科 （2 年制） 5 0 人 幼稚園教諭二種免許状 ・保母資格 2 5 人 学力試験

地域福祉学科 （2 年制） 5 0 人 介護福祉士 （国家資格）登録資格 2 5 人 学力試験 ・面接試験

看　護 学 科 （3 年制） 6 0 人 看護婦国家試験受験資格 3 0 人 学力試験

口出願期間

平成9年1月14日（火）～21日（火）当日消印有効

臼試験　日

平成9年2月6日（木）……学力試験

7日（金）……面接試験

口合格発表

平成9年2月14日（金）

C受験料

18，000円

q入学手続時納入金

318，000円

0授業料

343，800円（前期・後期で納入）

＊入学手続時納入金・授業料の金額は、前年度の

金額です。

□入試データ（96年度分）

学　　 科 受験 者 合 格 者 競 争 率

幼 児 教 育 1 7 4 6 2 2 ．8倍

弓　 地域 福 祉 6 9 3 4 2 ．1倍

看　　 護 4 1 9 6 5 ， 6 ．4倍

臼そ　の他

学生募集要項・大学ガイドブックは、同大

学で無料でお渡しします。郵送で請求する場

合は、300円の郵便定額小為替と住所・氏

名を記入した紙片（テレホンカードサイズ）

を同封して請求してください。

○請求・問い合わせ先

〒718新見市西方1263－2

新見女子短期大学　　入試係

℡（0867）72－0634

江府町成人式のお知らせ
●期　　日　／　平成9年1月15日（水）

受　　付　　9：00

式　　典　10：00

意見発表　10：30

記念講演　11：00

認畠田層

講師露の新治さん

●場　　所　／　江府町山村開発センター

●対象者　／　町内出身者で学校、仕事等の都合で住民票を町外にもって出ておられる方も、成人式に

出席できますので、ご親類、ご家族の方はご一報ください。

（江府町教育委員会℡75－2223・公民館℡75－3211）

※上記要領で、平成9年の江府町成人式を挙行いたします。

当日の記念講演は、一般公開とします。

（11）
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［竺詔書雷撃だ刀
給与・賞与に係る源泉所得税の

納期限は次のとおりです。

【毎月納付の方】

平成8年12月分

納期限　平成9年1月10日

【納期特例の方】

平成8年7月～12月分

納期限　平成9年1月10日

【納期特例の方で

延長申請をされている方】

平成8年7月～12月分

納期限　平成9年1月20日

⑬（書写華三三去≡芸苦言）

［等笛官募集　誓芸表平成9年1月17。
0募集種目

自衛隊生徒（中卒用）

0募集人員

陸上…約250人

海上…約　60人

航空‥・約　50人

D応募資格

中学校卒業（見込）

17歳未満の男子

○受付期間

平成8年11月1日～

平成9年1月4日

口試験期日

1次　　平成9年1月5日

2次　　平成9年1月22日

～26日

最終　　平成9年2月25日

0人（校）隊

平成9年3月下旬

q待遇・その他

修学年限4年

（卒業時　3等陸・海・空曹）

＊平成9年3月新規中学校卒業予

定者の受付及び試験期日につい

ては、上記にかかわらず、文部

・労働両省から示された期日以

降実施します。

Gお問い合わせ先

自衛隊米子募集事務所

℡08　59　－　3　3　－　2440

江府町若者定住対策協議会からのお知らせ
皆さん、「江府町若者定住対策協議会」をご存じですか？

近年、本町においても過疎化の波は押し寄せており、若者の都市部への流出問題は深刻になり、農業を

はじめとする各産業の後継者不足には拍車がかかる一方です。

この間題に専門的に取り組むために「江府町若者定住対策協議会」（川端　直　会長）が発足し活動を

しています。

総合的を後継者対策をどについて考え、人口流失に歯止めをかけ、若者のあふれる町づくりに取り組む

ためには、町民の皆さんのご協力は必要不可欠です。子供が明るく元気に暮らせ、活気あふれる町をつく

るために地域ぐるみのご協力をお願いいたします。

をお、「江府町若者定住対策協議会委員」は、下記のとおりとなっています。各種情報提供、ご相談を

ど何でも結構ですので、お気軽に声をおかけください。

江府町若者定住対策協議会委員名簿

江尾地区　　　　山　根　博　司（新　一）　　　　米沢地区

徳　岡　垣　義

後　　　房 雄

本
本

四）

却 日光地区

神奈川地区　　　中　尾　雄三郎（尾上原）

影　山　　螢　（洲河崎）　　　　農業委員会

加　藤　　努　（池の内）

～若者の皆さんへ～

今後、各種イベントの開催を予定しています。

気軽に遊びに出かける感覚で結構ですので、

ご参加をお願いいたします。

川　上　公　行（美　用）

大　森　ひろ子（下蚊屋）

清　水　澄　江（吉　原）

川　端　　直　（小江尾）

奥　田　親　雄（柿　原）
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人の動き
10月届

●ご結婚を祝します

宗雪）芸芸市から
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●ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯劃

佐　川　前田　政子　65歳　秀士

本　三　濱田　久寿　70歳　本人

本　五　川端　トム　82歳　隆一

新　二　福田　善寛　80歳　本人

本　二　福田せき子　89歳　眞吾

本　二　建井　官二　63歳　昭夫

弓憺那ヨ琶帽か∃
～近頃の若いモンは…　～

「若者」について語られる時に

聞かれるお決まりの言葉。

その後に続いて出てくる言葉は、

「若者」と呼ばれている世代にと

って、決して楽しい話ではありま

せん。

若者の立場からすれば、反論の

一つでもいいたく在る所だと思い

ます。

しかし、若者定住や後継者対策

は誰のためのものでしょうか。そ

れを考えた時、ただ腹を立てて、

無視しているというのでは余りに

も勿体ない話だとは思いませんか。

今、江府町は、この間題に真剣

に取り組もうとしています。

必要をのは、主役の若者である

あなたの声です。

3日監

交通事故多発〝
11月6日、鳥取県交通対策協議会より交通死亡事故多発警報（平成8

年第3号）が県下全域に発令されました。

これは、10月30日から11月4日の間に県内で4人の方が交通事故で亡

くなられたことによるものです。

本町内においては、幸い死亡事故はをいものの、物損事故が多発して

います。（別表参照）

原因としては、運転手の不注意、スピードの出し過ぎと初歩的をミス

によるものがほとんどです。

これから、年末年始をむかえ慌ただしく在り、何かとお酒を飲む機会

も増えてきますが、ハンドルを握る者の責任として、飲酒運転など起こ

すことがをいよう一人ひとりが今一度初心にかえり、交通安全に心がけ

ましょう。

（別　表）江府町内における最近の交通事故発生状況

日　　 時 場　　　 所 当　 事　 者 状　　　　　 況

10 ／3 0

12 ：2 0

富市地内　 国道 5 0 歳男……（D

4 0 歳男……（わ

（D が前方不注視の為
4 8 2 号

（宮市神社前）

センターラインを越え
たため、対向車と正面
衝突 したもの。 （（勤が
鼻骨骨折等 により約 1
箇月の重傷）

1 1／ 2

15 ：2 0

鏡 ヶ成駐車場内 4 8 歳男……（D

5 6 歳男……（勤

後退中に駐車車両に
衝突 したもの。負傷等
なし。

1 1／ 2

1 8 ：0 0

下蚊屋地内国道 4 1歳男……（D

6 6 歳男……②

工事現場のガー ドマ
4 8 2 号

（ダム工事現場

ンの指示に従って停止
中の車両に脇見運転の
ため追突 したもの。

入口） 負傷 をし。

1 1／ 4 美用地内　 県道 2 5 歳女……① 右回 りのカーブで㌧セ
ンターラインを僅かに
越 えたため対向車 と側
面衝突 したもの。（D に
同乗 していた3 歳の女
児が顔面外傷 （軽傷）
したもの。

8 ：2 5 カーブ地点 4 6 歳男……（彰

1 1／ 4 貝田地内　 町道 4 6 歳女……① 右回りのカーブでセ
ンターラインを越 えた
ため対向車と側面衝突
したもの。負傷者をし

1 2 ：4 0 カーブ地点 2 2 歳女……（勃

1 1／ 4

1 4 ：0 0

下蚊屋地内国道 6 4 歳男……（D

3 5 歳男……②

（D がカーブ地点で方
4 8 2 号

カーブ地点

向指示器を出 さずに急
に右折 したため、追従
していた（勤 （バイク）
が避けきれずに側面衝
突 したもの。（わが右腕
腎部等に打撲等の負傷
（軽傷）
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大岩酒造本店勤務大岩一彦さん（25歳）j

＊家業を継ごうと思ったきっかけは？

小さいころから、祖父や父の手伝いをし

ていたし、周りの人からも言われつづけて

いたからです。

＊仕事の中で苦労はありますか？

最初のうちは、配達先の家の場所がわか

＊夢護憲話芸‡芸‡奥大山の水を使って、地　≡

警代表するようを日本酒をつくってみた　毒

＊趣味はなんですか？

釣りが大好きで、弟や友達とよく行きま ▲将来の夢を生き生きと語る大岩さん

す。

＊理想のタイプは？

よく気がきいて、元気のいい人がいいけど、とくにタイプは老いです。

でも、芸能人でいえば鶴田真由さん。

烏ヶ山　霧氷
，96．11．7撮影

世帯数1，240世帯（－1）人口4，430人（－7）男2，096人ト7）女2，334人（±0）（）は前月比　9月末（14）
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